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　福島第一原子力発電所での事故により、放射性物質が大量に放出され、土壌や森林に沈着している。これま

での研究により、福島県浪江町の山間地域において夏場に大気中のセシウム濃度が高くなることがわ

かった。その原因として、きのこ類の胞子による影響が高いことが採取された微粒子の遺伝子解析により明ら

かとなった。長期的な人への健康影響を考えた場合、どれくらいの量の胞子が飛散しているのか明らかにする

必要があるが、これまでに、きのこの胞子の飛散機構と飛散量を定式化した研究はない。そこで本研究は、シ

イタケから放出される胞子の形状分析を行い、形状の特性を調べた。分析の結果、面積円相当径は湿潤胞子で

4.44±0.35 μm、乾燥胞子で3.93±0.94 μmという結果が得られた。また、形状の特性を比較すると湿潤胞子

は楕円的な形状をしており、長軸径が短軸径の約1.5倍であった。
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